
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加した皆さんからは、「なかなか高松について

話し合う機会がなかったので視野が広がった」、
「同世代の人たちと気軽に意見交換できた」など
の感想がありました。 

 
（以下は一部抜粋） 
 高松市には魅力と課題がたくさんあるとい

うことに改めて気づくことが出来た。この
魅力をまちづくりにどう活かしていくか

や、課題をどのように解決していくかを自
分なりに考え、高松市に貢献できればと思

った。 
 普段、保育や子育てのことを中心に学んで

いるため、他の皆さんの意見を聞いて、何
か一つのことを解決するにはその他の多く
のことを総合的に知る必要があるというこ
とに気づくことができた。 

 自分と同じように高松市のことや住みやす
い街づくりについて熱く語ることができる
同年代の方々と出会うことができ、今思い
描く 10 年後の高松市の姿が楽しみになっ
た。 

 やはり市街地は過ごしやすいが、それに行
くまでの過程とか、市街地以外の私たちの
生活が大変だと感じている人が多くて、共
感した。 

 自分の住んでいる町を自分で活性化してみ
たいと感じた。 

①全班共通テーマ 

「高松市のいいところ・ 
変えたいところ」 
 
全体説明のあと、班ごとにミーテ

ィングを行いました。まず、全班共
通テーマ「高松市のいいところ・変
えたいところ」を話し合いました。 

「いいところ」では、「雨が少な
い、外で活動しやすい。アートや建
築物が素敵。」「自転車でいろんな所
に行ける。」、「海と山が近い」、とい

った意見が出ました。 
「変えたいところ」としては「若

者にとって遊ぶ所が少ない。」、「高松
駅からすぐ海が見えない」、「四国外
とのつながりが弱い」といった意見
が出ました。 
 
 

 各班テーマ  

A 班 10 年後も住み続けたい高松市にす
るために必要なことって何？ 

①皆の 10 年後を想像してみよう 
②住み続けるために望むことは何？ 

①人生経験を積むため他県へ／結婚／香川・高松に貢献する
仕事に／観光系＆教育関係の仕事 ②【交通】交通マナーの

良いまちに【防災】災害に対する不安のないまち【働き方】
若者が就職しやすい環境、教育関係の職場改善【子育て】高
松だからこその子育て施策、子どもを産みたいと思えるまち 

B 班 人が集まり住み続けたいまちって、
どんなまち？写真をヒントに、考え
てみよう。 

【企業】転職・起業しやすい、挑戦しやすい【環境】高松ら
しいまちなみ（アーティスティック／通学路で四季を感じら
れる）【学校】工場・施設見学等を通した地域との交流【安
心・安全】医療の充実、地域で協力して避難訓練【子育て】
親意外に助けを求められる環境、地域で子どもを育てる 

C 班 もっと魅力的な高松市にするために
わたしたちにできることって何？ 

全班共通テーマを振り返りながら、
考えてみよう。 

【産業】若者に対して、知るだけでなく経験につなげる機会
を創出【中心市街地】市民協働でさらに活性化できないか、

周辺部からのアクセス向上【交通事故対策】自転車ユーザー
の意識向上と道の整備【交通】四国の外とのつながり強化 

D 班 IT 技術を使って高松市のこんなとこ
ろをもっとよくできるのでは？ 

【産業】アプリを活用した商店街活性化、農業活性化【学
校】子どもたちの学習サポート【環境】1 人当たりの排気ガ
ス量の可視化【安心・安全】災害時に最適な避難経路の提示
【交通】公共交通でのビッグデータ活用【子育て】オンライ
ン診療で身体的負担の軽減・時間の節約 

 

03 未来の高松市の姿についてディスカッション 

日  時：2022 年 9 月 3 日（土） 
     10:00～11:30 
会  場：オンライン会議  
参加者数：23 名 
（高校生・大学生 19 名、社会人 4 名）  
 

たかまつ FLAT Meeting ニュースレター３ 

高松市では、新しい総合計画の策定に 
あたって、次代を担う若い世代のみなさん
の考えや価値観を共有し、8 年後の高松市
の姿を描いていただく機会として「たかま
つ FLAT Meeting」を開催しました。内容
についてご紹介します。 

01 開催概要 

高松市の未来の姿を考えるきっかけとするため、計画策定の基本的な考え方として計画

／まちづくりの基本的な考え方を紹介しました。高松市で人口の現状と将来予測、社会情

勢の変化ふまえたうえで、計画策定の基本的な考え方を紹介しました。 

▼下記はその一例です。 

各班テーマについてのボード（B班）▶ 

▼ 現地会場と遠隔地をオンラインで繋ぎました 

02 計画策定の考え方の紹介 

04 参加者が感じたこと 
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5

人口の現状と将来予測

たかまつ人口ビジョンより

▼ 全体共通テーマの議論内容（例） 
 

②各班テーマの議論 

全班テーマのあとは、班ごとに異なるテーマで話し合いま
した。A-C 班のいずれの班においても分野の偏りなく自由な
発想とアイデアを話し合いがなされました。IT 技術をテーマ
にしていた D 班では、テーマに特化した具体的なアイデアの
提案が多く出されました。各班テーマと議論の中で出された
意見については以下の通りです。 


